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郵
便
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一
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三
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郵
便
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四
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一
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　印
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納
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0
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公益財団法人公益財団法人

書 壇 院書 壇 院

①

第
八
十
九
回
書
壇
院
展
特
集
（
二
）

第
八
十
九
回
書
壇
院
展
特
集
（
二
）

第
八
十
九
回
書
壇
院
展
特
集
（
二
）

市
岡
　
弘
（
一
九
一
六
―
二
〇
〇
五
）

大
正
五
年
山
梨
県
韮
崎
市
に
生
ま
る
。
中
学
生
の

頃
漢
字
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た
川
谷
尚
亭
門
の

野
中
尚
山
よ
り
か
な
書
道
を
勧
め
ら
れ
、
昭
和
一
一

年
上
京
。
同
郷
で
あ
っ
た
萱
沼
貞
石
（
萱
沼
利
子
夫

君
）
に
師
事
、
昭
和
二
一
年
戦
後
い
ち
早
く
書
道
復

興
を
め
ざ
し
開
催
さ
れ
た
第
一
三
回
書
壇
院
展
に
出

品
し
た
巻
子
仕
立
て
の
関
戸
本
朗
詠
臨
書
が
推
選
第

一
席
、
翌
一
四
回
展
に
も
連
続
推
選
を
受
賞
、「
小

字
か
な
」
で
一
躍
書
道
界
に
名
声
を
馳
せ
た
。

一
方
郷
里
に
書
壇
山
梨
支
部
を
結
成
、
中
央
よ
り

豪
華
な
講
師
陣
を
招
聘
、
山
梨
の
地
に
書
道
熱
を
高

揚
さ
せ
て
い
っ
た
。

萱
沼
貞
石
に
師
事
し
た
縁
か
ら
田
中
親
美
翁
と
の

出
会
い
を
得
、
昭
和
二
一
年
か
ら
翁
の
亡
く
な
る

五
〇
年
ま
で
そ
の
謦
咳
に
親
し
く
接
し
、
数
々
の
真

跡
の
古
筆
、
翁
の
肉
筆
模
写
を
拝
見
、
か
な
美
へ
の

造
詣
を
深
め
、
か
な
書
道
に
つ
い
て
の
市
岡
理
論
を

確
立
し
て
い
っ
た
。

四
〇
歳
の
頃
か
ら
、
大
形
硬
質
料
紙
へ
大
字
か
な

を
、
と
い
う
テ
ー
マ
に
挑
戦
し
続
け
、
現
代
と
平
安

の
接
点
を
探
り
つ
つ
、
著
名
な
料
紙
作
家
の
美
し
く

大
き
な
華
麗
な
る
料
紙
に
大
字
か
な
を
一
発
で
書
き

上
げ
る
姿
勢
を
貫
い
た
。

そ
の
課
題
を
も
と
に
七
〇
歳
・
八
〇
歳
で
個
展
を

開
催
し
、
読
み
や
す
く
親
し
み
や
す
い
中
に
厳
然
た

る
深
い
美
を
蔵
し
た
か
な
美
を
発
表
し
た
。

晩
年
、
病
気
に
よ
る
失
明
と
い
う
大
き
な
不
幸
に

み
ま
わ
れ
、
平
成
一
七
年
歿
す
。
財
団
法
人
書
壇
院

顧
問
。
享
年
八
八
歳
。

門
人
に
中
村
春
洸
、
福
島
美
智
子
、
平
井
侗
子
ら
。

�

（
柳
澤
朱
篁
）

書 

画 

の 

鑑 

賞 

（
書
壇
院
収
蔵
品
）

89

書
壇
院
を
彩
っ
た
先
師
た
ち
（
一
三
）

　
市
岡
　
弘
書
幅

本
紙
サ
イ
ズ  136×

35㎝

若
芽
ふ
く　

木
原
の
上
に爾（

尓
）

　

雪
の
こ
る累

甲
斐
山
さ
や
に　

見
ゆ
る
朝
か可

も
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定
価
八
〇
〇
円
（
送
料
込
）

　令
和
五
年
四
月
一
日
印
刷

　令
和
五
年
四
月
五
日
発
行

書

　壇

　第
九
十
六
巻

　第
四
号

発
行
所 

公
益
財
団
法
人 

書
壇
院

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五̶

五̶

一̶

一
〇
一

印
刷
所 

日
本
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
四̶

四
一̶

二
四

 

　
　
　東
池
袋
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

公益財団法人 書壇院　〒105-0001　東京都港区虎ノ門5-5-1-101　TEL 03(6721)5701 FAX 03(6721)5702
ホームページ https://shodan-in.jp

発
行
人 

水

　野

　澄

　篁

事務取り扱い時間　午前9時半より午後5時まで
̶日曜・月曜（月曜が祝・休日の場合火曜も）・
　　　　　祝・休日及び年末年始はお休みです̶

◎東京メトロ	「神谷町」（日比谷線）	 徒歩5分
	 「六本木一丁目」（南北線）	 徒歩8分

泉はし

歩
道
橋

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

大
使
館

城
山
緑
道

２番出口２番出口

神谷町駅

六本木一丁目駅

坂

桜田通り至
霞
ケ
関

至
麻
布
十
番

至
溜
池
山
王

泉
ガ
ー
デ
ン

タ
ワ
ー

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

大
使
館中

央
改
札
口

中
央
改
札
口

北
改
札
口

北
改
札
口

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エスカレーター
コンビニ

エスカレーターエスカレーター

アークヒルズ
仙石山テラス

アークヒルズ
仙石山森タワー

書壇院

〒

泉通り

書
壇
院
案
内
図

<交通＞
分７歩徒りよ口銀座）線北東浜京・線手山（」駅町楽有「RJ

21Ａ）線谷比日・線内ノ丸・線座銀（」駅座銀「ロトメ京東 番出口より徒歩2分
11）線町楽有（」駅目丁１座銀「ロトメ京東

東京メトロ・都営「東銀座駅」（日比谷線・浅草線）A8出口より徒歩1分、A7出口より徒歩3分
番出口より徒歩5分

セントラルミュージアム銀座
紙パルプ会館　5階

午前10時～午後６時
（最終日は午後４時まで）

主　催 公益財団法人 書 壇 院
後　援 全日本書道連盟
 毎日新聞社

東京都中央区銀座３-９-11
03－3546－5855（会期中）

 
書壇院展審査会員新作と書壇院展院友の選抜作品を展示します。
ご高覧ご高評賜りたくご案内申し上げます。　［入場無料］

３月２１日（火・祝）～２６日（日）
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表
紙
＝
書
壇
院
蔵　
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詩
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集
鄭
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昭
書

古
典
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競
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役
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作
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…
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…
…
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…
…
…
…
…
…
12

書
壇
院
ギ
ャ
ラ
リ
ー
案
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…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
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第
一
二
六
回
審
査
会
員
遊
苑
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
31

毎
日
書
道
展
《
漢
字
部
》
作
品
検
討
会
…
…
…
…
…
…
…
…
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第
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回
高
野
山
競
書
大
会
案
内
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…
…
…
…
…
…
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…
…
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書
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院
日
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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第
一
一
三
一
回
選
書

　

写
真
・
批
評
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
34

　

成
績
発
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
46  

五
月
六
日
締
切
課
題
予
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
61

バ
ー
コ
ー
ド
券
申
込
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
62

応
募
規
定
・
競
書
出
品
方
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
63

書
画
の
鑑
賞
…
…
…
…
…
…
…
…

柳　

澤　

朱　

篁
… 

表
４

食
べ
物
の
話
。「
何
が
好
き
？
」「
ナ
ス
」「
ど
ん
な
に
し
て
食
べ
る
の
？
」「
ナ
ス
雑

炊
」「
お
い
し
い
？
」「
こ
れ
が
な
い
と
生
き
ら
れ
な
い
。
昔
は
夏
に
し
か
食
べ
ら
れ
な

か
っ
た
。
お
盆
が
過
ぎ
る
と
ナ
ス
と
の
別
れ
が
近
づ
い
て
、
と
て
も
悲
し
く
辛つ

ら

か
っ
た
。

今
は
高
知
ナ
ス
な
ど
が
一
年
中
食
べ
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
上
ナ
ス
の
仕
合
わ
せ
」。

　
　

ナ
ス
な
く
ば　

な
ん
で
生
き
ら
り
ょ

　
　

冬ふ
ゆ

場ば

に
も　

ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ　

い
と
し
き
高
知
ナ
ス

次
は
書
の
話
。『
十じ

ゅ
う

七し
ち

帖じ
ょ
う

』。
高
校
卒お
わ

る
頃
だ
っ
た
ろ
う
か
。
先
輩
に
「
こ
れ
知
っ
て

い
る
？
」
と
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
が
晩
翠
軒
刊
の
三
井
本
。
欲
し
か
っ
た
。
手
持
ち
は

清
雅
堂
刊
の
餘よ

清せ
い

齋さ
い

帖じ
ょ
う

本
だ
っ
た
。

上
京
し
て
間
も
な
く
、
神
田
神
保
町
あ
た
り
の
店
で
三
井
本
と
お
ぼ
し
き
物
を
見
つ

け
て
買
っ
た
。
安
物
で
い
け
な
い
も
の
だ
っ
た
（
そ
れ
か
ら
六
十
余
年
、
今
だ
に
晩
翠

軒
刊
本
は
買
え
て
な
い
）。

の
ち
、
二
玄
社
刊
の
三
井
本
を
、
ほ
ぼ
原
寸
で
、
一
日
に
二
回
か
ら
三
回
全
臨
し
た
。

一
度
だ
け
四
臨
し
た
こ
と
が
あ
る
。
早
朝
か
ら
夜
中
ま
で
休
み
な
し
。
ト
イ
レ
の
み
で

食
事
な
し
。
と
う
と
う
三
十
五
臨
く
ら
い
で
ギ
ブ
ア
ッ
プ
。
二
十
九
歳
、
独
身
。

八
十
歳
を
過
ぎ
、
臨
書
し
な
く
な
っ
て
、
な
ん
と
『
十
七
帖
』
が
見
え
て
来
た
。
そ

し
て
、
七
十
歳
代
ま
で
は
全
く
見
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
の
だ
。

本
当
に
見
え
て
い
る
の
か
。
気
が
狂
っ
た
の
か
。
自
分
に
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

ナ
ス
の
よ
う
に
旨う

ま

く
て
た
ま
ら
な
い
。
こ
の
上
ナ
ス
の
仕
合
わ
せ
。

ナ
ス
と
『
十
七
帖
』

飯い
い

　
山や
ま

　
素そ

　
木ぼ
く

令
和
五
年
　
書
　
壇
　
四
月
号
　
目
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同　人　参　考　手　本 ─競書の参考としてご活用ください─半切（135 × 35）

　
勝
山
菁
梅
書

─
杜
審
言
詩
─
　

　	

リ	

リ
テ	

	

ノ	

ノ
ミ	

ニ	

ク	
	

ノ	

ナ
ル
ニ	

	
	

デ
テ	

ヲ	

ケ	
	

	

ッ
テ	

ヲ	

ナ
リ	

	
	

シ	
	

ヲ

	
	

二	
	

	

一	
	

	
	

	
	

	
	

　
レ	

	
	

	
	

　
レ	

	
	

	
	

二	
	

一

	
	

	

ズ	
	

ニ	

チ	

ク	

フ
ヲ	

	

ヲ	
	

	

ス
　
　
サ
ン
ト	

ヲ

	
	

	

二	
	

一	
	

	

二	
	

一	
	

	

　
レ	

　
レ

獨
　
有
　
宦
　
遊
　
人
。
偏
　
驚
　
物
　
候
　
新
。
雲
　
霞
　
出
　
海
　
曙
。
梅
　
柳
　
度
　
江
　
春
。
淑
　
氣
　
催
　
黃
　
鳥
。

晴
　
光
　
轉
　
綠
　
蘋
。
忽
　
聞
　
歌
　
古
　
調
。
歸
　
思
　
欲
　
沾
　
巾
。
　
　（
名
詩
類
選
評
釋
）

─
自
詠
─
　

　
飯
山
素
木
書

　
　ラ
ー
メ
ン
は
　
ス
ー
プ
の
こ
せ
と
　
わ
が
ち
ち
は
　
そ
ば
を
の
こ
し
き
　
わ
れ
の
こ
さ
ず
八
十
六
　
　

02同人参考手本_23_04.indd   202同人参考手本_23_04.indd   2 2023/02/22   14:24:532023/02/22   14:24:53



3

同　人　参　考　手　本 ─競書の参考としてご活用ください─半　紙

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

ハ	

ク	

ハ	

シ

竹
　
深
　
荷
　
淨
。

小　林　尗　瑛　書

梁
同
句

小　林　春　淵　書

董
仲
舒
句

　		
	

	
	

	
	

	
	

	

サ
ク	

	
	

ニ

	
	

	
	

	
	

	

　	
	

	

二	
	

	

一

款
　
冬
　
花
　
於
　
嚴
　
寒
。

西　村　軒　雨　書

倪
瓚
句

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

ビ
テ	

ヲ	

ル

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

　
レ

林
　
間
　
鶴
　
帶
　
雲
　
還
。

池　澤　有　紅　書

藤
原
言
直
の
歌

	
	

春
や
と
き支

　
花
や
お於

そ曽

き
と
　
聞
き支

わ王

か可

む
　
鶯
だ多

に二

も
　
鳴な

か可

ず
も毛

あ
る
か可

な那

03_同人参考手本_23_04.indd   303_同人参考手本_23_04.indd   3 2023/02/22   14:25:152023/02/22   14:25:15



4

書壇院展・毎日展公募と同サイズです ─ご活用ください─

２尺×６尺額用

同　人　参　考　手　本

　
町
田
玄
洞
書�

─
蘇
味
道
詩
─

　	
	

	
	

	

ケ	
	

	
	

	

ヲ	
	

	

ナ
リ	

	

ニ	
	

	

ル	
	

ニ	
	

ニ
ハ

　	
	

	
	

	
	

	
	

二	
	

一	
	

	

二	
	

一	
	

	

二	
	

一

　	
	

ノ	
	

	

ニ
ハ	
	

ノ	
	

	
	

ニ	

ズ	

ヲ	
	

ニ
ハ	

ニ	

ク	

ヲ	

ハ	

シ	
	

ノ

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

　
レ	

	
	

	
	

　
レ	

	
	

二

　	

ヲ	
ハ	

ル	
	

ノ	

ニ	
	

	

ホ	

ダ	

マ	
	

	

ヅ	
	

ヲ

　	

一	
	

二	
	

	

一	
	

	
	

　
レ	

	
	

	

二	
	

一

今
　
夕
　
重
　
門
　
諬
。
遊
　
春
　
得
　
夜
　
芳
。
月
　
華
　
連
　
晝
　
色
。
燈
　
影
　
雜
　
星
　
光
。
南
　
陌
　

靑
　
絲
　
騎
。
東
　
鄰
　
紅
　
粉
　
妝
。
管
　
絃
　
遙
　
辨
　
曲
。
羅
　
綺
　
暗
　
聞
　
香
。
人
　
擁
　
行
　
歌
　

路
。
車
　
攢
　
鬭
　
舞
　
場
。
經
　
過
　
猶
　
未
　
已
。
鐘
　
鼓
　
出
　
長
　
楊
。
　（
墨
場
必
携
歴
代
律
詩
選
）

用
紙
　
紅
星
牌
　
棉
料
棉
連

筆
　
　
和
筆
・
中
鋒
六
号

　
柴
田
李
笙
書�

─
杜
牧
詩
─

　
　
　	

	
	

ヒ
テ	

	

ズ	

ニ	
	

	
	

	
	

ノ

　
　	

	
	

	
	

　
レ

　	

ノ	
	

	
	

ノ

千
　
里
　
鶯
　
啼
　
綠
　
映
　
紅
。
水
　
村
　
山
　
郭
　
酒
　
旗
　
風
。
南
　
朝
　
四
　
百
　
八
　
十
　
寺
。
多
　

少
　
樓
　
臺
　
烟
　
雨
　
中
。
　
　（
三
体
詩
（
上
））

用
紙
　
紅
星
牌

筆
　
　
和
筆
・
中
鋒
三
号

04同人参考作例_23_04.indd   404同人参考作例_23_04.indd   4 2023/02/22   14:25:362023/02/22   14:25:36



5

元げ
ん

珽て
い
の

妻つ
ま

穆ぼ
く

玉ぎ
ょ
く

容よ
う

墓
誌
銘

　

北
魏
・
神
亀
二
年
（
五
一
九
）
十
月
二
十
七
日
。
四
八
・
〇
×
四
八
・
七
㎝
。
蓋
石
六
行
、
一
行
五
字
、
誌
石
全
二
十
行
、
一

行
二
十
字
、
二
十
七
歳
で
卒
し
た
穆
玉
容
の
墓
誌
。
夫
の
墓
誌
と
と
も
に
出
土
。
原
石
は
陜
西
省
博
物
館
（
西
安
碑
林
）
に
現

存
す
る
。
課
題
は
『
北
魏
・
隋　

墓
誌
銘
集
︿
下
〉』（
中
国
法
書
選
26　

二
玄
社
）
を
使
用
し
ま
し
た
。

四
月
五
日
締
切（
臨
書
）

漢
　
字
　
規
　
定

上
位
～
特
位
課
題

晨
昬
か
ら
晻
曖
ま
で
三
十
二
字

を
小
字
用
用
箋
に
三
行
に
書
く

こ
と
。落
款
は
○
○
臨
と
す
る
。

贄
日
下
部

鳴
鶴
十
一

月
中
○
○
臨

半　紙

苞
竹
吉
田
先
生
之
碑�

書
壇
院
創
設
者
吉
田
苞
竹
先
生
の
顕
彰
碑
で
す
。

贄
　
日
　
下
　
部
　
鳴
　
鶴
　
十
　
一
　
月
　
中

※
文
の
切
れ
目
は
考
え
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

	 　

		


晨
　
昬
　
礼
　
備
。
箴
　
諫
　
衜
　
存
。
奉
　
上
　
崇
　
敬
。
接
　
下
　
喩
　
温
。
鄰
　
無
　
濁
　
議
。
邑
　
有
　
清
　
論
。
綺
　

皀
　
虛
　
腴
。
姸
　
姿
　
晻
　
曖
。
溢
　
媚
　
纖
　
腰
。

次
号
課
題
（
予
告
）　
61
頁
参
照

英
位
〜
六
位
課
題

贄
日
か
ら
月
中
ま
で
十
字
を
半

紙
に
三
行
に
書
く
こ
と
。
落
款

は
○
○
臨
と
す
る
。（
罫
は
引

か
ぬ
こ
と
）

05漢字規程_23_04.indd   505漢字規程_23_04.indd   5 2023/02/22   14:26:022023/02/22   14:26:02
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極
位
・
準
極
位
課
題

吹
く
風
の　

心
と
散
ら
す　

花

な
ら
ば　

梢こ
ず
ゑに
残
す　

春
も
あ

れ
か
し

（
藤
原
俊
成
）

妙
位
〜
６
位
課
題

花
を
の
み三　

待万

つ
ら
む无

人
に耳　

山
里
の農　

雪
間
の能

草
の乃　

春者
流

を乎

見
せ世

ば八

や

（
藤
原
家
隆
）

※
か
な
漢
字
相
互
の
変
換
、
ち
ら
し
自
由
。
落
款
は
○
○
か
く
＋
印
。

　

参
考
手
本　

妙
位
〜
６
位　

福ふ
く

谷た
に

玲れ
い

子こ

書

　

ち
ら
し
を
工
夫
し
な
が
ら
作
品
を
仕
立
て
ま
し
ょ
う
。

半
紙
縦
書

四
月
五
日
締
切

か　

な　

規　

定

次
号
課
題
（
予
告
）

　

61
頁
参
照

06かな規定_23_04.indd   606かな規定_23_04.indd   6 2023/02/22   14:26:232023/02/22   14:26:23



7

今
月
か
ら
課
題
が
菊
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
大
き
な
花
、
蕾
、
小
菊
、
草
を
描
き
ま
す
。

最
初
は
花
の
位
置
と
向
き
を
決
め
ま
す
。

二
つ
の
花
は
中
心
か
ら
勢
い
よ
く
二
本
線
で
立
体
的
に
変
化
を
つ
け
て
描
き
ま
す
。

花
芯
は
濃
墨
で
加
点
し
ま
し
ょ
う
。

茎
は
曲
折
を
し
っ
か
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

葉
は
た
っ
ぷ
り
と
濃
墨
を
含
ま
せ
た
側
筆
で
墨
色
を
生
か
し
ま
す
。

葉
脈
は
葉
が
生
乾
き
な
う
ち
に
濃
墨
で
葉
の
根
元
か
ら
先
端
に
向
け
て
描
き
ま
す
。

こ
れ
で
菊
の
表
情
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。

小
菊
は
付
立
で
葉
も
淡
墨
で
描
き
ま
す
。

画
賛
は
「
東
籬
佳
色
」
で
す
。

参
考
手
本
　
工
藤
浪
葉
画

─
菊
─
　

南
画
初
学
講
座
（
一
二
一
）�

工く

　
藤ど
う

　
浪ろ
う

　
葉よ
う

※
横
三
十
五
セ
ン
チ
、
縦
二
十
七
セ
ン
チ
（
小
画
仙

紙
半
切
五
分
の
一
）の
用
紙
を
横
に
揮
毫
の
こ
と
。

四
月
五
日
締
切

南
　
画
　
規
　
定

次
号
課
題
（
予
告
）　
61
頁
参
照

参
考
　
大
久
保
楓
紅
画

07南画規定_23_04.indd   707南画規定_23_04.indd   7 2023/02/22   14:26:442023/02/22   14:26:44



8

礼
器
碑
は
、
後
漢
の
永
寿
二
年
（
一
五
六
年
）
に

刻
さ
れ
た
石
碑
で
、
山
東
省
曲
阜
市
の
孔
子
廟
内
に

現
存
す
る
。
碑
の
大
き
さ
は
一
六
五
㎝
×
七
四
㎝
の

四
面
碑
で
あ
る
。題
額
は
な
く
名
称
も
定
ま
ら
な
い
。

碑
陽
は
一
六
行
、
行
ご
と
に
三
六
字
で
序
、
銘
お

よ
び
韓か

ん

勅ち
ょ
く
ら
九
人
の
題
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
碑

陰
は
三
段
各
段
ご
と
に
一
七
行
、
碑
側
左
は
三
段
、

各
段
ご
と
に
四
行
、
右
側
は
四
段
、
各
段
ご
と
に
四

行
で
、
と
も
に
寄
付
し
た
官
職
、
姓
名
、
醵き

ょ

金き
ん

額
を

入
れ
て
い
る
。

序
、
銘
の
内
容
は
、
魯
相
の
韓
勅
（
字あ

ざ
なは

叔
し
ゅ
く

節せ
つ

）

が
孔
子
廟
を
修
理
し
た
こ
と
や
、
祭
礼
に
用
い
る
各

種
の
器
物
を
修
造
し
て
礼
楽
を
復
興
し
、
国
に
尽
く

し
た
こ
と
な
ど
そ
の
功
績
を
讃
え
た
も
の
で
あ
る
。

撰
文
者
、
書
者
は
共
に
不
明
で
あ
る
が
漢
代
の
石

碑
と
し
て
は
名
文
と
さ
れ
る
。
線
の
太
細
の
変
化
は

巧
み
に
織
り
交
ぜ
た
典
型
的
な
八
分
隷
に
よ
る
書
法

で
「
金
石
の
神
品
」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
精
妙
を
極
め

て
い
る
。

清
末
の
楊
守
敬
は
こ
の
碑
の
隷
書
を
絶
賛
し
て
、

「
性
情
」
と
「
形
質
」
の
両
方
を
高
度
に
兼
備
す
る

逸
品
で
あ
り
漢
代
の
隷
書
碑
の
中
で
は
白
眉
と
す
べ

き
存
在
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

さ
て
、
今
回
の
課
題
は
一
七
文
字
、
臨
書
に
当

た
っ
て
は
穂
先
の
弾
力
を
十
分
に
使
い
、
細
身
な
が

ら
多
彩
な
変
化
を
各
点
画
に
表
現
し
、
隷
書
の
特
色

で
あ
る
横
平
豎じ

ゅ

直ち
ょ
く

を
基
本
結
体
と
し
て
臨
し
て
く

だ
さ
い
。

好
臨
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

礼れ
い

器き

碑ひ

　

細
　
田
　
秋
　
僊
　
臨　
　

半
切
参
考
手
本
（
上
位
〜
六
位
）

細ほ
そ

小こ
う

路じ

洸こ
う

玉ぎ
ょ
く

臨�

半
紙
参
考
手
本（
上
位
〜
六
位
）

次
号
課
題
（
予
告
）

　
　
61
頁
参
照

細ほ
そ

　
田だ

　
秋し

ゅ
う

　
僊せ

ん

四
月
五
日
締
切

漢
字
臨
書
規
定
　
　
小
画
仙
紙
半
切
・
半
紙
縦
書

参
考
資
料 

表
紙
内
側

08漢字臨書規定_23_04.indd   808漢字臨書規定_23_04.indd   8 2023/02/22   14:27:062023/02/22   14:27:06



9

　

極
位
〜
２
位

左
を
半
紙
縦
半
切
に
臨
書
す
る
こ
と

（
二
玄
社
　
日
本
名
筆
選
③
）　
　
　
　  

３
位
〜
６
位
参
考
手
本　

柴し
ば　

田た　

千ち

鶴づ

子こ　

臨

　

３
位
〜
６
位

半
紙
縦
半
切
に
臨
書
す
る
こ
と

は者

な那

ち知

ら
す数　

か
ぜ世

の
や
ど
り
は者　

た多

れ
か可

し
る

は者

な那

ち知

ら
す数

　
か
ぜ世

の
や
ど
り
は者

　
た多

れ
か可

し
る
　
わ
れ
に尓

を
し
へ
よ
　
ゆ
き支

て
う
ら
み
む

『
高
野
切
』
の
名
称
は
、
こ
の
一
部
が
高
野
山
に
伝
わ
っ
た
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
尚
、
切き
れ

と
は
断
片
を
意
味
し
ま
す
。
課
題
の
歌
は
、
咲
い
た
桜
を
吹
き
散
ら
す

無
情
な
風
を
人
に
た
と
え
て
詠
ん
だ
素
性
法
師
の
歌
。
墨
色
の
濃
淡
美
し
く
、
粘
り
4

4

と
張
り
4

4

の
あ
る
強
靭
な
線
で
書
か
れ
た
二
行
の
響
き
合
い
が
絶
妙
。
筆
者
の
能
書
ぶ
り

が
伝
わ
り
ま
す
。
墨
継
ぎ
は
四
箇
所
。
一
句
目
の
「
な那

」「
す数

」、
三
・
四
句
目
の
「
れ
」
の
右
肩
上
が
り
の
字
形
に
注
意
で
す
。
起
筆
、
収
筆
、
送
筆
、
転
折
等
、
線
の
変
化

を
捉
え
て
、
じ
っ
く
り
と
筆
を
運
び
ま
し
ょ
う
。�

（
星
野
静
代
）

四
月
五
日
締
切

か

な

臨

書

規

定　

高
野
切
第
二
種　

 

─
四
─　
　

半
紙
縦
半
切

次
号
課
題

　
（
予
告
）

　

61
頁
参
照

09かな臨書規定_23_04.indd   909かな臨書規定_23_04.indd   9 2023/02/22   14:27:282023/02/22   14:27:28
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4 月 5 日締 切 日　本　文

条
幅
規
定
　
タ
テ
　
細
田
秋
僊
書

里
は
荒
れ
て
　
燕
な
ら
び
し
　
梁
（
う
つ
は
り
）
の
　
古

巣
さ
や
か
に
　
照
ら
す
月
か
げ�

（
木
下
長
嘯
子
）

予
告
　
五
月
六
日
締
切
課
題

●
半
紙
・
条
幅
規
定
　
手
本
参
照

●
半
紙
随
意
　
半
紙
タ
テ
と
す
る

・
日
本
文
の
級
位
を
書
く
こ
と
。・
著
作
権
に
注
意
す
る
こ
と
。

①
条
幅
規
定
　
半
切
タ
テ
　
参
考
手
本
　
平ひ
ら

井い

侗な
お

子こ

書

眺
む
べ
き
　
残
り
の
春
を
　
か
ぞ
ふ
れ
ば
　
花
と
と
も
に
も
　
散
る
涙
か
な

�

（
俊
恵
）

自
然
な
運
筆
を
心
掛
け

ま
し
た
。
残4

と
涙4

は
旧
字

体
で
書
き
ま
し
た
。

③
半
紙
随
意
　
書
体
・
文
言
自
由
。
半
紙
ヨ
コ

②
半
紙
規
定
　
タ
テ

参
考
手
本

　
菊
田
竹
子
書

窓
明
け
て
　
蝶
を
見
送
る
　

野
原
か
な�
（
小
林
一
茶
）

玉
井
菁
雪
書

花
い
ば
ら
　
古
郷
の
路

に
　
似
た
る
哉

�

（
与
謝
蕪
村
）

半
紙
規
定
　
ヨ
コ
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11

《
応
募
作
品
ア
ド
バ
イ
ス
》

　
今
月
の
課
題
は
「
思
無
邪
」
で
し

た
。
地
割
り
は
一
文
字
二
文
字
、
二

文
字
一
文
字
、
横
三
文
字
の
い
ず
れ

で
も
纏
ま
り
そ
う
な
印
文
で
す
。
参

考
印
影
は
無
の
異
体
字
「
无
」
を
用

い
ま
し
た
。「
无
」
は
説
文
に
奇
字
と

あ
り
ま
す
が
、
秦
で
用
い
ら
れ
た
無

の
簡
体
の
よ
う
で
す
。

規
定 

〇
流
芳
さ
ん
、
ご
ま
か
し
の
な
い

堂
々
と
し
た
作
風
で
す
。
線
も
深

く
温
か
み
も
あ
り
、
思
の
上
部
の

崩
し
も
利
い
て
い
ま
す
。
こ
の
風

韻
を
更
に
深
め
て
く
だ
さ
い
。

〇
賢
さ
ん
、
古
璽
風
に
ま
と
め
た
凜

と
し
た
作
風
で
す
。
古
璽
文
に
無

字
が
な
く
、
甲
骨
文
に
近
い
形
を

採
用
な
さ
い
ま
し
た
。
古
璽
小
印

は
戦
国
時
代
の
晋
系
の
文
字
に
な

り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合

は
、
同
じ
晋
で
使
わ
れ
て
い
た
文

字
を
採
用
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う

（
図
1
）。
工
具
書
（
字
書
類
）
と
し

て
戦
国
文
字
を
分
域
し
た
何
琳
儀

『
戦
国
古
文
字
典 

戦
国
文
字
声
系 

上
下
冊
』（
中
華
書
局
　
二
〇
一
二

年
）
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

〇
石
春
さ
ん
、
動
き
が
あ
り
、
余
白

も
活
き
た
佳
作
で
す
。

〇
蘭
陽
さ
ん
、
線
に
落
ち
着
き
が
あ

り
、
布
字
も
穏
当
で
す
。
下
辺
の

古
拙
が
縦
向
き
に
刀
痕
が
並
ん
で

お
り
、
変
化
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
邪
の
邑
部
の
縱
画
が
本
来
あ

る
べ
き
一
段
下
に
配
置
さ
れ
て
お

り
、
た
と
え
字
書
に
見
え
て
も
こ

の
よ
う
な
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
体
は

使
わ
な
い
方
が
い
い
で
す
。

随
意 

　
摹
刻
課
題
は
「
順
陵
園
丞
」
で
し
た
。

〇
賢
さ
ん
、
完
璧
な
摹
刻
で
す
。
言

う
こ
と
な
し
で
す
。

〇
秀
甽
さ
ん
、
創
作
「
大
願
成
就
」

で
す
。
時
間
を
か
け
た
跡
が
見
ら

れ
熱
意
を
感
じ
ま
す
。
文
字
と
融

合
す
る
よ
う
な
辺
縁
の
処
理
が
必

要
で
す
。
古
人

の
印
を
観
察

な
さ
り
、
撃
辺

の
コ
ツ
を
摑
ん

で
み
て
く
だ
さ

い
。
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

益ま
す

　
滿み
つ

　
丁て
い

　
盦あ
ん

（
二
四
一
）

四
月
五
日
締
切
課
題

○
規
定
「
學
海
」

○
随
意
（
ま
た
は
摹
刻
を
含
む
）

○�

印
は
３
㎝
以
内
、
摹
刻
は
原
印
大
と

し
ま
す
。

○�

63
・
64
頁
応
募
規
定
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
出
品
票
を
貼
っ
た
バ
ー
コ
ー
ド
券
を

必
ず
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

學
海
（
海
を
学
ぶ
）
学
問
は
中
途
で
や
め
て
は
い
け
な
い
。

五
月
六
日
締
切
規
定
予
告

 　
　
「
人
生
如
寄
」

規
定
参
考
　 

益
滿
丁
盦
作

 

摹
刻
参
考

宜
春
禁
丞

柴　
　

蘭
陽　

小
林　
　

賢　

堀　
　

流
芳　

小
林　
　

賢　

（
図
１
）

市
瀬　

石
春　

松
本　

秀
甽　
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